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課題１ アクセプタ密度が AN の p 型半導体とドナー密度が DN の n 型半導体の pn 接合の

拡散電位 dV が 
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となることを証明しよう。ただし、アクセプタもドナーもすべてイオン化している。 

 
 
 
次回（７月１０日）に、A4のレポート用紙で提出すること。 


